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火気使用工事 +  検出されないガス漏れ = 損害 と 傷害 !
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何が起ったか
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S

爆発事故を防ぐためにあなたにできること

PSIDのスポンサーは

[火気使用工事] 参照

…バーンという(衝撃)音で工事を終らせないように !

運転

火気使用工事の施工予定地域を見回すこと。そして全ての可能性がある
発生源の徹底的なガスチェックをすることー明らかなものだけでない。

（この事故のような）小さな密閉部の中或いは近辺でチェックするときは、特
別に注意すること。

もしも自分の職務で、ガス検知器の使用を義務付けられているならば、自
分自身が取り扱いの訓練を受けているべきである。次のことを、思いだすこ
と。検知器は製造会社が推奨するキャリブレーション（較正）を受けなけれ
ばならない。そうしないと、正しい読みを示さないかもしれない。

どこに洩れが発生し得るか心得て置き、そこでのサンプリングは確実に実
施すること。もしも、条件が変化しそうならば、連続的モニタリングを考慮す
ること。

保守

可燃物の発生源を確かめるため作業現場を見回し、どんな異臭にも気を
付けること。着火源を与えようとしているのだから、必要なのは燃料だけだ
ということを、忘れないこと。

ガステストが行われた正確な場所を運転員に尋ねること。もしも、テストさ
れていなかったならば、実施するように主張すること。それがすべての潜在
源となりうるエリアをカバーしていなかったならば、再テストするように強く要

求すること。

一人の溶接工が、この流量発
信器の容器の近くで研磨作業
を行っていた。少量の漏れが
発信器組立品にあり、その容
器は引火性蒸気が充満してい
た。その容器からの漏れ蒸気
は、研磨のスパークにより着火
し小爆発を起こし溶接工を負
傷させ発信器を破壊した。

運転部門では、火気使用工事
を許可する前に、そのエリアで
のガステストを行った。しかし、
容器からの漏れは検出されな
いままであった。

火気使用工事を安全に開始して…

www.acutech-consulting.com
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